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１
か
ら
の
人
的
資
源
管
理

70
歳
就
業
時
代
の
雇
用
・
賃
金
改
革

―
高
齢
者
を
活
か
す
定
年
制
と
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
―

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
施
行
か
ら
1
年
。
70

歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
に
向
け
た
具
体
策
を
検
討

し
て
い
る
企
業
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
は
そ
う

し
た
企
業
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
全
体
は
、
第
1
部
「
高
齢
者
活
用
の
時
代
と
70

歳
就
業
法
」、
第
2
部
「
全
社
員
統
一
型
65
歳
定
年
制

の
推
進
」、
第
3
部
「
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
の
推
進
・
活
用
」

の
3
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
1
部
は
、
日
本
に

お
け
る
少
子
高
齢
化
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
、
２
０

２
１
（
令
和
３
）
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
第
2
部

は
、
70
歳
就
業
時
代
に
お
け
る
定
年
制
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
65
歳
定
年
制
へ
の
移
行
を
推
奨
。
そ
の
な
か
で

も
、
高
齢
者
を
分
離
し
て
取
り
扱
わ
な
い
「
全
社
員
統

一
型
65
歳
定
年
制
」
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
第
3

部
は
、
人
事
管
理
施
策
の
な
か
か
ら
賃
金
制
度
を
取
り

上
げ
、
高
齢
者
を
含
む
全
従
業
員
の
や
る
気
が
出
る
賃

金
制
度
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
は

「
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
シ
ス
テ
ム
」
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
企
業
の
人
事
労
務
管

理
に
精
通
し
た
研
究
者
で
、
賃
金
制
度
に
造
詣
が
深
い

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
70
歳
就
業
時
代
の
人
事
労
務

管
理
の
あ
り
方
や
賃
金
制
度
の
見
直
し
に
興
味
が
あ
る

方
に
、
す
ぐ
に
役
立
つ
参
考
書
と
な
る
だ
ろ
う
。

人
事
労
務
担
当
者
の
守
備
範
囲
と
さ
れ
る
分
野
は
、

人
材
の
採
用
・
配
置
か
ら
異
動
、育
成
、評
価
、報
酬
管

理
、さ
ら
に
は
労
働
時
間
管
理
や
安
全
衛
生
管
理
ま
で
、

実
に
幅
が
広
い
。
こ
う
し
た
幅
広
い
業
務
に
か
か
わ
る

際
に
必
要
に
な
る
、
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
苦
労
し
て
い
る
担
当
者
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
企
業
の
人
事
管
理
に
精
通
し
た
、
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
15
人
が
全
15
章
を
分
担
し
、

人
的
資
源
管
理
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
書
籍
。
架
空
の
家
族

が
登
場
す
る
「
ミ
ニ
ケ
ー
ス
」
を
導
入
部
と
し
て
各
章

に
設
け
、
本
文
で
は
基
本
的
な
知
識
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
、
さ
ら
に
、
重
要
な
用
語
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど

は
、
コ
ラ
ム
に
よ
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
高
齢
者

の
雇
用
に
関
し
て
は
、
第
10
章
「
退
職
管
理
・
雇
用
調

整
」
で
取
り
上
げ
、
本
誌
に
も
た
び
た
び
登
場
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
、
千
葉
経
済
大
学
准
教
授
の
藤ふ
じ

波な
み

美み

帆ほ

氏
が
執
筆
し
て
い
る
。

大
学
生
向
け
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

な
の
で
、
平
易
な
解
説
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
が
、

各
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
次
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
」

で
、さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
る
。全
体
像
を

学
び
た
い
新
入
社
員
や
、
新
た
に
人
事
担
当
者
と
な
っ

た
人
が
手
に
取
っ
て
も
十
分
に
役
立
つ
好
著
で
あ
る
。

平易な解説で人事管理の基本的な知識が得られる最良の入門書

高齢者の能力を活かす定年制と賃金制度のポイントを詳述
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本
書
は
、
著
者
の
一
人
の
上
野
友
子
氏
の
防
衛
省
で

の
事
務
官
経
験
を
活
か
し
、女
性
の
幹
部
自
衛
官
、な
か

で
も
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
自
衛
官
に
実
施
し
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
ら
れ
た
言
葉
を
中
心
に
し
た
構
成
と

な
っ
て
い
る
。客
観
的
な
記
述
と
す
る
た
め
、も
う
一
人

の
著
者
で
あ
り
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
を
専
門
と
す
る
法
政

大
学
教
授
の
武
石
恵
美
子
氏
と
と
も
に
執
筆
さ
れ
た
。

特
別
な
世
界
に
い
る
女
性
た
ち
の
姿
と
し
て
で
は
な

く
、
民
間
企
業
と
同
様
に
、
男
性
社
会
と
い
う
色
彩
が

強
い
組
織
の
な
か
で
多
様
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
対

応
し
生
活
し
て
い
る
女
性
た
ち
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
あ
え
て
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
組
織
に
注
目
す

る
こ
と
で
、
働
く
女
性
が
直
面
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

問
題
点
を
鋭
く
あ
ぶ
り
出
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

出
産
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
ぶ
つ
か
る
壁
や
支
援
な

ど
、
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
う
え
で
直
面
す
る
課
題
や

葛
藤
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て

き
た
の
か
。
ま
た
、
組
織
の
な
か
の
少
数
者
が
感
じ
る

違
和
感
、
周
囲
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
へ
の
感
謝
、
仕
事
へ

の
強
い
使
命
感
な
ど
も
語
ら
れ
て
い
る
。
生な
ま

の
言
葉
に

は
説
得
力
が
あ
り
、
だ
れ
も
が
70
歳
ま
で
働
く
こ
と
が

で
き
る
世
の
中
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る
な
か
、
こ
れ
か
ら

の
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
る
う
え
で
、
企
業
に

と
っ
て
も
参
考
に
な
る
一
冊
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
聞
く
と
、
経
営
者
や
管
理
職

が
身
に
つ
け
る
能
力
と
考
え
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
本
書
で
は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」＝「
管
理
」
で
は

な
く
、「
仕
事
の
成
果（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）を
最
大
化

す
る
た
め
に
、
仕
事
に
絡
む
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
『
い
い

感
じ
に
す
る
』
こ
と
」
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
説

明
。
た
と
え
ば
、「
仕
事
を
す
る
環
境
を
い
い
感
じ
に

す
る
」、「
人
間
関
係
を
い
い
感
じ
に
す
る
」、「
仕
事
の
段

取
り
を
い
い
感
じ
に
す
る
」こ
と
で
あ
り
、そ
の
た
め
の

ス
キ
ル
は「
年
齢
や
役
職
に
関
係
な
く
、す
べ
て
の
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
」と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、「
幸
せ
な
人
生
を
送
り
た
け
れ
ば
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
ぼ
う
」と
呼
び
か
け
、本
書
は
ま
ず
、マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
最
小
単
位
と
な
る
「
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」か
ら
解
説
し
、「
重
点
思
考
」、「
整
理
整
頓
」、「
ル
ー

チ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
自
分
自
身
の
仕
事
や
生
活

を
最
適
化
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
す
る
。
そ
の

う
え
で
、
簡
単
に
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
他
者
で
構

成
さ
れ
る
集
団
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
成
果
を
最

大
化
さ
せ
る
「
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
て
い
ね
い
に
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
時
代
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

イ
ラ
ス
ト
や
図
を
効
果
的
に
用
い
て
お
り
、
気
軽
に

か
つ
、
体
系
的
に
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
自
衛
官

キ
ャ
リ
ア
、
自
分
ら
し
さ
と
任
務
遂
行

サ
ク
ッ
と
わ
か
る 

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

働く女性が共通して直面するキャリア形成の葛藤や問題点を示す

すべてのビジネスパーソンに必要なスキルが楽しく学べる

山
ざん

藤
とう

祐子 監修、
新
にい

村
むら

響子 協力／
朝日新聞出版／
1320 円

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
４
月
よ
り
、
パ
ワ
ハ
ラ
防

止
法
（
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
）
が
中
小
企
業
で

も
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
て
、
職
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
と
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ

を
よ
く
耳
に
し
て
き
た
が
、
最
近
で
は
リ
モ
ー
ト
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
マ
リ
ッ
ジ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
生
ま
れ
て
い
る
。
年
齢
に
関
す
る
エ
イ
ジ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
あ
り
、「
世

代
や
年
齢
の
違
い
を
理
由
に
し
た
、
差
別
的
な
言
動
や

嫌
が
ら
せ
の
こ
と
。
世
代
ご
と
の
志
向
の
決
め
つ
け
な

ど
も
さ
す
」と
本
書
で
も
取
り
上
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

本
書
は
、
だ
れ
も
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り

う
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
言
葉
や
言

い
方
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
る
の
か
、
人
を
不
快
に
す

る
の
か
、
職
場
や
日
常
生
活
で
あ
り
が
ち
な
１
０
０
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、「
×
ア
ウ
ト
」、「
△
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
」、「
◎
セ
ー
フ
」
の
言
い
方
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
。
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
な
い
職
場
に
す

る
六
つ
の
ル
ー
ル
な
ど
も
示
し
て
い
る
。

だ
れ
も
が
活
き
活
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ

く
り
の
参
考
書
に
も
な
る
、お
す
す
め
の
一
冊
で
あ
る
。

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
言
い
か
え
事
典

信頼される声かけの手法を100のケースで徹底レクチャー
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行
政
・
関
係
団
体 

「
専
門
実
践
教
育
訓
練
」
の

２
０
２
２
年
４
月
１
日
付
の
指
定
講
座

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、教
育
訓
練
給
付
金
の
対
象
と
な
る「
専

門
実
践
教
育
訓
練
」
の
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
４
月
１

日
付
指
定
講
座
と
し
て
、
新
た
に
１
７
５
講
座
を
決
定
し
、

公
表
し
た
。

指
定
さ
れ
た
１
７
５
講
座
の
訓
練
内
容
の
内
訳
を
み
る

と
、
業
務
独
占
資
格
ま
た
は
名
称
独
占
資
格
の
取
得
を
目

標
と
す
る
養
成
課
程
（
介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、
美
容
師
、

社
会
福
祉
士
、
保
育
士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
）
が
97
講
座
、

専
門
学
校
の
職
業
実
践
専
門
課
程
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
形
成

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
商
業
実
務
、
衛
生
関
係
、
工
学
関
係

な
ど
）
が
37
講
座
、
専
門
職
学
位
課
程
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
Ｍ

Ｏ
Ｔ
、
法
科
大
学
院
、
教
職
大
学
院
な
ど
）
が
７
講
座
、

大
学
等
の
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
別
の
課
程

（
保
健
）、
正
規
課
程
（
保
健
）
な
ど
）
が
22
講
座
、
第
四

次
産
業
革
命
ス
キ
ル
習
得
講
座
（
Ａ
Ｉ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
）
が
12
講
座
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
指
定
に
よ
り
、
す
で
に
指
定
済
み
の
も

の
を
合
わ
せ
る
と
、
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
の
給
付
対

象
講
座
数
は
２
６
２
７
講
座
に
な
る
。

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
教
育
訓
練
を
受
講
し
修
了
し
た
場
合
に
、
教
育
訓
練

施
設
に
支
払
っ
た
教
育
訓
練
経
費
の
50
％
（
１
年
間
の
上

限
40
万
円
）
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
訓
練
の
受
講
を
修

了
し
た
後
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
資
格
等
を
取
得
し
、

受
講
修
了
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内
に
雇
用
保
険
の
被
保

険
者
と
し
て
就
職
し
た
場
合
は
、
教
育
訓
練
経
費
の
20
％

（
1
年
間
の
上
限
16
万
円
）
が
追
加
支
給
さ
れ
る
。

『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、育
児
・
介
護
休
業

法
の
あ
ら
ま
し（
令
和
４
年
２
月
）』を
更
新

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
対
応

し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
・

介
護
休
業
法
の
あ
ら
ま
し
』
を
更
新
し
た
。

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
概

要
」、「
育
児
・
介
護
休
業
法
の
概
要
」、「
妊
娠
・
出
産
・

育
児
休
業
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
」、「
紛
争
解
決
の
援
助
等
」、「
産
前
・

産
後
休
業
中
、
育
児
休
業
・
介
護
休
業
中
の
経
済
的
支
援
」

な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

育
児
・
介
護
休
業
法
に
つ
い
て
は
、
希
望
に
応
じ
て
男

女
と
も
に
仕
事
と
育
児
等
を
両
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、「
産
後
パ
パ
育
休
制
度
（
出
生
時
育
児
休
業
制
度
）」

の
創
設
や
雇
用
環
境
整
備
、
個
別
周
知
・
意
向
確
認
の
措

置
の
義
務
化
な
ど
の
法
改
正
が
行
わ
れ
、
２
０
２
２
（
令

和
４
）
年
４
月
１
日
か
ら
次
の
３
段
階
で
施
行
さ
れ
る
。

２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
は
、「
育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
い
環
境
整
備
」
と
「
妊
娠
・
出
産
を
申
し
出
た
労
働

者
に
対
す
る
個
別
の
周
知
・
意
向
確
認
措
置
の
義
務
化
」、

「
有
期
労
働
者
の
育
休
取
得
条
件
緩
和
」
が
全
企
業
に
対

し
て
課
せ
ら
れ
る
。

同
年
10
月
1
日
か
ら
は
、「
産
後
パ
パ
育
休
制
度
（
出

生
時
育
児
休
業
制
度
）
の
創
設
」（
育
休
と
は
別
に
、
子
の

出
生
後
８
週
間
以
内
に
男
性
が
４
週
間
ま
で
休
業
す
る
こ

と
が
可
能
な
制
度
）
と
「
育
児
休
業
の
分
割
取
得
」（
分
割

し
て
２
回
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
）
が
全
企
業
に

対
し
て
課
せ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
従
業
員
数

１
０
０
０
人
超
の
企
業
は
、
育
児
休
業
等
の
取
得
の
状
況

を
年
１
回
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
。

「
良
い
睡
眠
で
、か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
健
康
に
。」

特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、心
身
の
健
康
と
睡
眠
を
テ
ー

マ
と
し
た
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
「
良
い
睡
眠
で
、
か

ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
健
康
に
。」
を
公
開
し
た
。

同
省
で
は
、
国
民
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
国
民
健
康

づ
く
り
運
動
と
し
て
「
健
康
日
本
21
」
を
推
進
し
て
お
り
、

あ
わ
せ
て
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
２
０
１
４
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
よ
り
よ
い
睡
眠
を
取
る
こ
と
の
重
要

性
を
啓
発
し
て
い
る
。

こ
の
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
国
立
精
神
・
神

経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所　
睡
眠
・
覚
醒

障
害
研
究
部
部
長
の
栗
山
健
一
氏
が
、
睡
眠
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
回
答
す
る
解
説
記
事
「
専
門
家
に
聞

き
ま
し
た　
今
日
か
ら
使
え
る
睡
眠
ト
リ
ビ
ア
」
を
掲
載
。

こ
こ
で
は
、「
午
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
昼
寝
の

方
法
」、「
睡
眠
中
に
呼
吸
が
止
ま
る
…
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
」
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
睡
眠
か
ら
社
員
の
健
康
づ
く
り
や
働
き
方
の

課
題
に
取
り
組
む
企
業
と
し
て
、
就
業
時
間
内
に
仮
眠
室

で
30
分
ま
で
仮
眠
が
取
れ
る
と
い
う
「
パ
ワ
ー
ナ
ッ
プ
制

度
」
を
導
入
し
た
三
菱
地
所
株
式
会
社
と
、「
戦
略
的
仮

眠
室
」
で
仕
事
の
効
率
化
と
生
産
性
向
上
を
目
ざ
す
株
式

会
社
ネ
ク
ス
ト
ビ
ー
ト
の
取
組
み
事
例
を
紹
介
。
制
度
導

入
の
経
緯
や
利
用
状
況
、
成
果
な
ど
を
記
事
に
し
て
い
る
。

同
省
で
は
、
本
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
睡

眠
を
取
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
知
り
、
一
人
ひ
と
り
が

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
。

● 

特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ

　
（「
ス
マ
ー
ト・ラ
イ
フ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」公
式
サ
イ
ト
内
）

https://w
w
w
.sm
artlife.m

hlw
.go.jp/m

inna/sleep/

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策
を

徹
底
す
る
た
め
、
労
働
災
害
防
止
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

５
月
か
ら
９
月
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
た
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症　
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
す
べ
て
の
職
場
に
お
い
て
熱

中
症
予
防
対
策
を
講
ず
る
よ
う
広
く
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
期
間
中
、
事
業
者
は
①
初
期
症
状
の
把
握
か
ら
緊
急

時
の
対
応
ま
で
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
、
②
暑
熱
順
化

が
不
足
し
て
い
る
（
暑
熱
環
境
下
で
の
作
業
に
身
体
の
体

温
調
節
や
循
環
の
機
能
が
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
）
と
考
え

ら
れ
る
者
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
き
め
細
や
か
な
対
応

を
す
る
こ
と
、
③
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
（
暑
さ
指
数
）
を
把
握
し

て
そ
れ
に
応
じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
、
重

点
的
な
対
策
の
徹
底
を
図
る
。

同
省
が
ま
と
め
た
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
の
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
傷
者
数
は
５
４
７
人
、
う
ち
死

亡
者
数
は
20
人
と
な
っ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
２
０
２
２
年

１
月
14
日
時
点
の
速
報
値
）。
死
傷
者
数
を
業
種
別
に
み
る

と
、
建
設
業
１
２
８
件
、
製
造
業
85
件
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
約
４
割
が
建
設
業
と
製
造
業
で
発
生
し
て
い
る
。

死
亡
災
害
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
建
設
業
、
商
業
の
順

に
多
く
、「
休
ま
せ
て
様
子
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
容
態
が
急

変
し
た
」、「
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
」
な
ど
、

管
理
が
適
切
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
被
災
者
の
救
急
搬
送
が

遅
れ
た
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
齢
階
級
別
に

死
傷
年
千
人
率
（
労
働
者
１
０
０
０
人
あ
た
り
１
年
間
に

発
生
す
る
死
傷
者
数
を
示
す
も
の
）
を
み
る
と
、
最
も
高

い
65
歳
以
上
に
お
け
る
死
傷
年
千
人
率
は
、
最
も
低
い
25

〜
29
歳
の
約
３
倍
と
な
っ
て
い
る
。

健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
２

経
済
産
業
省

経
済
産
業
省
が
事
務
局
を
務
め
る
、
健
康
・
医
療
新
産

業
協
議
会
健
康
投
資
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
日
本
健
康

会
議
健
康
経
営
５
０
０
社
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
中
小

1
万
社
健
康
宣
言
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
も
合
同
開
催
）

で
は
、「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」
を
推
進
し
て
い

る
。健

康
経
営
優
良
法
人
制
度
は
、
特
に
優
良
な
健
康
経
営

を
実
践
し
て
い
る
大
企
業
や
中
小
企
業
等
の
法
人
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
や
求
職
者
、
関
係
企
業

や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
６
回
と
な
る
今
回
の
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
２

で
は
、
大
規
模
法
人
部
門
に
２
２
９
９
法
人
（
上
位
法
人

に
は
「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」
の
冠
を
付
加
）、
中
小
規
模
法

人
部
門
に
１
万
２
２
５
５
法
人
（
上
位
法
人
に
は
「
ブ
ラ

イ
ト
５
０
０
」
の
冠
を
付
加
）
が
認
定
さ
れ
た
。
前
年
度

の
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
１
認
定
数
（
大
規
模
法
人

部
門
は
１
８
０
１
法
人
、
中
小
規
模
法
人
部
門
は
７
９
３

４
法
人
）
に
対
し
、
両
部
門
と
も
に
大
幅
な
増
加
が
み
ら

れ
た
。

健
康
経
営
優
良
法
人
に
認
定
さ
れ
る
と
、
従
業
員
や
求

職
者
、
関
係
企
業
な
ど
か
ら
「
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経

営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
」

と
し
て
社
会
的
な
評
価
を
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
健
康

経
営
優
良
法
人
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
が
可
能
と
な
る
な

ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
。

※ 

「
健
康
経
営
」は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
登
録

商
標
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 ニュース  ファイル 

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策
を

徹
底
す
る
た
め
、
労
働
災
害
防
止
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

５
月
か
ら
９
月
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
た
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症　
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
す
べ
て
の
職
場
に
お
い
て
熱

中
症
予
防
対
策
を
講
ず
る
よ
う
広
く
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
期
間
中
、
事
業
者
は
①
初
期
症
状
の
把
握
か
ら
緊
急

時
の
対
応
ま
で
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
、
②
暑
熱
順
化

が
不
足
し
て
い
る
（
暑
熱
環
境
下
で
の
作
業
に
身
体
の
体

温
調
節
や
循
環
の
機
能
が
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
）
と
考
え

ら
れ
る
者
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
き
め
細
や
か
な
対
応

を
す
る
こ
と
、
③
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
（
暑
さ
指
数
）
を
把
握
し

て
そ
れ
に
応
じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
、
重

点
的
な
対
策
の
徹
底
を
図
る
。

同
省
が
ま
と
め
た
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
の
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
傷
者
数
は
５
４
７
人
、
う
ち
死

亡
者
数
は
20
人
と
な
っ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
２
０
２
２
年

１
月
14
日
時
点
の
速
報
値
）。
死
傷
者
数
を
業
種
別
に
み
る

と
、
建
設
業
１
２
８
件
、
製
造
業
85
件
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
約
４
割
が
建
設
業
と
製
造
業
で
発
生
し
て
い
る
。

死
亡
災
害
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
建
設
業
、
商
業
の
順

に
多
く
、「
休
ま
せ
て
様
子
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
容
態
が
急

変
し
た
」、「
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
」
な
ど
、

管
理
が
適
切
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
被
災
者
の
救
急
搬
送
が

遅
れ
た
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
齢
階
級
別
に

死
傷
年
千
人
率
（
労
働
者
１
０
０
０
人
あ
た
り
１
年
間
に

発
生
す
る
死
傷
者
数
を
示
す
も
の
）
を
み
る
と
、
最
も
高

い
65
歳
以
上
に
お
け
る
死
傷
年
千
人
率
は
、
最
も
低
い
25

〜
29
歳
の
約
３
倍
と
な
っ
て
い
る
。

健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
２

経
済
産
業
省

経
済
産
業
省
が
事
務
局
を
務
め
る
、
健
康
・
医
療
新
産

業
協
議
会
健
康
投
資
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
日
本
健
康

会
議
健
康
経
営
５
０
０
社
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
中
小

1
万
社
健
康
宣
言
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
も
合
同
開
催
）

で
は
、「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」
を
推
進
し
て
い

る
。健

康
経
営
優
良
法
人
制
度
は
、
特
に
優
良
な
健
康
経
営

を
実
践
し
て
い
る
大
企
業
や
中
小
企
業
等
の
法
人
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
や
求
職
者
、
関
係
企
業

や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
６
回
と
な
る
今
回
の
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
２

で
は
、
大
規
模
法
人
部
門
に
２
２
９
９
法
人
（
上
位
法
人

に
は
「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」
の
冠
を
付
加
）、
中
小
規
模
法

人
部
門
に
１
万
２
２
５
５
法
人
（
上
位
法
人
に
は
「
ブ
ラ

イ
ト
５
０
０
」
の
冠
を
付
加
）
が
認
定
さ
れ
た
。
前
年
度

の
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
１
認
定
数
（
大
規
模
法
人

部
門
は
１
８
０
１
法
人
、
中
小
規
模
法
人
部
門
は
７
９
３

４
法
人
）
に
対
し
、
両
部
門
と
も
に
大
幅
な
増
加
が
み
ら

れ
た
。

健
康
経
営
優
良
法
人
に
認
定
さ
れ
る
と
、
従
業
員
や
求

職
者
、
関
係
企
業
な
ど
か
ら
「
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経

営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
」

と
し
て
社
会
的
な
評
価
を
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
健
康

経
営
優
良
法
人
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
が
可
能
と
な
る
な

ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
。

※ 

「
健
康
経
営
」は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
登
録

商
標

発
行
物 

『
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
情
報
ブ
ッ
ク
』
改
訂

公
益
財
団
法
人
生
命

保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、『
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
情
報
ブ
ッ
ク
―
デ
ー
タ
で
考
え
る
生
活
設
計
―
』

（
Ｂ
５
判
、
カ
ラ
ー
60
頁
）
を
改
訂
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、
結
婚
、
出
産
・
育
児
、
教
育
、
住
宅
取

得
な
ど
、
人
生
の
局
面
ご
と
に
、
経
済
的
準
備
に
か
か
わ

る
デ
ー
タ
や
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
豊
富
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、「
万
一
の
場
合
」
や
「
老
後
」
に
関
す
る
自
助

努
力
で
準
備
す
べ
き
金
額
の
目
安
を
具
体
的
に
計
算
し
て

活
用
で
き
る
な
ど
、
高
齢
者
の
生
活
設
計
を
考
え
る
う
え

で
参
考
と
な
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

今
回
の
改
訂
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

社
会
に
与
え
た
影
響
と
し
て
、「
生
活
面
の
変
化
」、「
働
き

方
の
変
化
」、「
人
々
の
価
値
観
の
変
化
」
が
わ
か
る
デ
ー

タ
を
新
規
に
掲
載
。
ま
た
、「
進
む
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
テ
ー
マ
に
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
つ
で
あ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
今
後
実
現
予
定
の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
関
す
る
情
報
も
掲
載
し
て
い
る
。

一
冊
４
０
０
円
（
税・送
料
込
）。
申
込
み
は
、
左
記
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。

https://w
w
w
.jili.or.jp/
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 〈（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構〉

 メールマガジン好評配信中！

読者の声
  募集！

リーダーズトーク

本誌を購入するには̶
定期購読のほか、1冊からのご購入も受けつけています。

お 知 ら せ

◆ お電話、FAXでのお申込み
　株式会社労働調査会までご連絡ください。
　電話03-3915-6415  FAX03-3915-9041
◆ インターネットでのお申込み
　 ①定期購読を希望される方
　　雑誌のオンライン書店「富士山マガジン
　　サービス」でご購入いただけます。
　　
　②1冊からのご購入を希望される方
　　Amazon.co.jp でご購入いただけます。

富士山マガジンサービス 検 索

詳しくは JEED　メールマガジン 検 索
※カメラで読み取ったQRコードのリンク先が
　https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html
　であることを確認のうえアクセスしてください。

編集アドバイザー （五十音順）

猪熊　律子……読売新聞編集委員
上野　隆幸……松本大学人間健康学部教授
大木　栄一……玉川大学経営学部教授
大嶋江都子……株式会社前川製作所

コーポレート本部総務部門
金沢　春康…… 一般社団法人

100年ライフデザイン・ラボ代表理事
佐久間一浩……全国中小企業団体中央会事務局次長
田村　泰朗……太陽生命保険株式会社取締役専務執行役員
丸山　美幸……社会保険労務士
山﨑　京子…… 立教大学大学院ビジネスデザイン研究科特任教授、
 日本人材マネジメント協会副理事長

高齢で働く人の体験、企業で人事
を担当しており積極的に高齢者を
採用している方の体験、エルダー
の活用方法に関するエピソードな
どを募集します。文字量は400
字～1000字程度。また、本誌
についてのご意見もお待ちしてい
ます。左記宛てFAX、メールな
どでお寄せください。

公式ツイッターは
こちら！

最新号発行の
お知らせや

コーナー紹介などを
お届けします。

@JEED_elder

和氣美枝さん（一般社団法人介護離職防止対策促進機構 代表理事）

ビジネスの最前線で輝く
高齢者の力とは？6月号

●
今
号
の
特
集
は
「
生
涯
現
役
時
代
の
安
心
・
安
全
な
職

場
と
は
？
」
と
題
し
お
届
け
し
ま
し
た
。
70
歳
ま
で
の
就

業
機
会
確
保
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
い
ま
、
企
業
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
〝
生
涯
現
役
〞
で
働
け
る
職
場
づ

く
り
で
す
。
そ
こ
で
本
企
画
で
は
、
①
高
齢
従
業
員
が
安

全
に
働
く
た
め
の
職
場
環
境
整
備
、
②
高
齢
従
業
員
自
身

の
健
康
増
進
、
③
病
気
に
な
っ
た
後
も
働
き
続
け
る
た
め

の
両
立
支
援
、
の
三
つ
の
視
点
か
ら
解
説
お
よ
び
企
業
事

例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。〝
高
齢
従
業
員
が
生
涯
現
役
で
安

心
し
て
安
全
に
働
け
る
職
場
〞
を
つ
く
る
こ
と
は
、
高
齢

従
業
員
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
安
心
・
安

全
に
働
け
る
職
場
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
特
集
は
も
ち

ろ
ん
、
厚
生
労
働
省
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
「
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン

１
０
０
」
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
生
涯
現
役
で
働
け

る
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
当
機
構
で
は
、
中
高
年
齢
層
の
従
業
員
の
生
涯
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
支
援
す
る
「
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
・
ミ
ド
ル

シ
ニ
ア
コ
ー
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
役
割
変
化
へ
の

対
応
力
や
、
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
後
進
に
継
承
す
る
た
め

の
ス
キ
ル
を
磨
く
た
め
の
全
17
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
本
誌
54
・
55
頁
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
65
歳
以
上
へ
の
定
年
引
上
げ
な
ど
を
行
っ
た
事
業
者
に

対
し
て
助
成
す
る
「
令
和
４
年
度
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成

金
」
の
申
請
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
同
事
業
を
活
用

の
う
え
、
ぜ
ひ
高
齢
者
雇
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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50
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ

﹁
東
京
マ
イ
ス
タ
ー
﹂
に
認
定

日
本
舞
踊
な
ど
の
舞
台
の
出
演
者
に

化
粧
を
施
す
職
人
を「
顔
師
」と
い
う
。

「
顔
師
と
し
て
通
用
す
る
人
は
全
国
に

50
人
も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か

ね
」
と
話
す
の
は
、
そ
の
数
少
な
い
顔

師
の
一
人
、
宮
田
肇
さ
ん
。
元
々
、
歌

舞
伎
役
者
が
副
業
と
し
て
日
本
舞
踊
の

出
演
者
に
化
粧
を
施
し
て
き
た
が
、
戦

後
に
舞
踊
が
盛
ん
に
な
る
と
、
役
者
を

辞
め
て
化
粧
を
専
門
に
に
な
う
人
が
現

れ
た
の
が
顔
師
の
始
ま
り
だ
と
い
う
。

宮
田
さ
ん
は
、
約
50
年
に
わ
た
っ
て

顔か
お

師し宮み

や

田た 

肇は
じ
め

さ
ん
（
78
歳
）

日
本
舞
踊

舞
台
に
映
え
る
化
粧
を
施
す

な
ど
の
出
演
者
に
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「荒川マイスター」である宮田さんを紹介した荒川区役所内の展示コーナー。左はマスクに多様な隈取りを施したもの。右は実際の隈取りを写し取ったもの

日
本
舞
踊
家
の
公
演
の
顔
づ
く
り
や
、

そ
の
指
導
な
ど
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
き

た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
２
０
１

３
（
平
成
25
）
年
に
東
京
都
荒
川
区
の

「
荒
川
マ
イ
ス
タ
ー
」、
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
に
は
東
京
都
の
「
東
京
マ
イ

ス
タ
ー
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

顔
師
は
、
公
演
が
あ
る
会
場
の
楽
屋

へ
赴
き
、
出
演
者
に
次
々
と
化
粧
を
施

し
て
い
く
。
多
い
日
は
20
〜
30
人
に
施

す
こ
と
も
あ
る
。
一
人
あ
た
り
の
化
粧

時
間
は
20
分
前
後
。
か
ぎ
ら
れ
た
時
間

の
な
か
で
、「
眉
つ
ぶ
し
（
眉
を
平
ら

に
塗
り
つ
ぶ
す
）」、「
下
地
（
顔
や
首

な
ど
白お
し

粉ろ
い

を
塗
る
部
分
に
す
き
油
を

塗
り
込
む
）」、「
下
塗
り
（
白
粉
を
塗

り
乾
か
す
）」、「
ぼ
か
し
（
お
で
こ
や

頰
な
ど
に
ピ
ン
ク
白
粉
を
塗
り
乾
か

す
）」、「
仕
上
げ
（
眉
、
目
張
り
、
口

紅
な
ど
を
入
れ
る
）」
を
行
う
。

出
演
者
の
役
柄
を
理
解
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
た
化
粧
を
施
す
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
舞
台
の
照
明
の
あ
た
り
方
に

も
気
を
配
る
。
例
え
ば
、
下
か
ら
の
照

明
が
な
い
舞
台
で
は
、
よ
り
白
っ
ぽ
く

描
く
な
ど
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
顔
の
形
は
千
差
万
別
の
た

め
、
出
演
者
が
目
の
前
に
座
っ
た
と
き

に
、
ど
の
よ
う
な
化
粧
が
よ
い
か
を
瞬

時
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
見

極
め
に
経
験
の
差
が
出
る
と
い
う
。

「
駆
け
出
し
の
こ
ろ
は
、
電
車
に
乗

る
と
、
女
性
の
顔
を
見
る
癖
が
つ
い
て

い
ま
し
た
。
こ
の
人
だ
っ
た
ら
ど
う
描

い
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
る
ん
で

す
。
じ
っ
と
見
過
ぎ
て
、
怪
し
い
人
に

思
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
笑
）」

白
粉
も
、た
だ
白
く
塗
れ
ば
よ
い
わ

け
で
は
な
い
。
例
え
ば
頰
の
こ
け
て
い

る
人
で
あ
れ
ば
、ピ
ン
ク
に
染
め
て
頰

が
ふ
っ
く
ら
し
て
見
え
る
よ
う
に
す
る
。

「
筆
使
い
に
も
経
験
の
差
が
出
ま
す
。

例
え
ば
眉
を
描
く
と
き
、
上
手
な
人
は

一
筆
で
一
気
に
描
き
ま
す
。
そ
の
方

が
、
立た
ち
役や

く
（
男
役
）
の
場
合
は
勢
い
が

出
ま
す
。
経
験
の
浅
い
人
は
微
調
整
し

約
20
分
の
間
に
、
出
演
者
に

ふ
さ
わ
し
い
化
粧
を
施
す

「かぎられた時間のなかで、顔の特徴を瞬時に判断して舞台映えする
化粧を施すことが求められます。その見極めに経験の差が現れます」
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な
か
に
叩
き
込
ま
さ
れ
ま
し
た
」

出
演
者
に
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら

い
「
宮
田
さ
ん
、
お
願
い
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
30
年
ほ
ど
か

か
っ
た
と
い
う
。

現
在
は
2
人
の
弟
子
を
指
導
す
る
ほ

か
、
顔
師
の
技
術
を
ま
と
め
た
本
の
執

筆
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
本
は
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

「
親
方
の
時
代
は
年
間
２
０
０
日
く

ら
い
働
い
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
僕
が

一
人
前
に
な
っ
た
時
は
年
間
45
日
く
ら

い
。若
い
世
代
は
、覚
え
る
機
会
が
も
っ

と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う

い
う
本
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
出
演
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
顔
を

つ
く
り
た
い
」
と
い
う
宮
田
さ
ん
は
、

い
ま
も
努
力
を
欠
か
さ
な
い
。

「
仕
事
の
な
い
日
に
は
、
紙
の
上
に

眉
を
描
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
腕
に
満
足
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

一
生
勉
強
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://kaoshim
iyata.w

eb.fc2.com
/

（
撮
影
・
福
田
栄
夫
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

な
が
ら
描
く
の
で
、
勢
い
が
な
く
、
時

間
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

宮
田
さ
ん
は
１
９
７
０
（
昭
和
45
）

年
、
26
歳
の
と
き
に
顔
師
の
第
一
人
者

で
あ
る
新あ
ら
井い

文ふ
み
男お

氏
に
弟
子
入
り
。
以

来
、
平
日
は
会
社
員
、
公
演
の
行
わ
れ

る
土
日
は
顔
師
と
い
う
＂
二
足
の
わ
ら

じ
＂
の
生
活
を
、
２
０
０
５
年
に
会
社

を
定
年
退
職
す
る
ま
で
35
年
間
続
け
て

き
た
。
弟
子
入
り
し
て
最
初
の
3
年
く

ら
い
は
お
茶
出
し
が
仕
事
。
親
方
に
お

茶
を
出
す
と
「
俺
が
飲
み
た
い
と
き
に

持
っ
て
こ
い
よ
」
と
叱
ら
れ
る
よ
う
な

厳
し
い
世
界
で
修
行
を
続
け
て
き
た
。

「
親
方
は
何
も
教
え
て
く
れ
ず
、﹃
見

て
覚
え
ろ
﹄
と
い
う
ス
タ
イ
ル
。
親
方

の
仕
事
を
見
な
が
ら
メ
モ
を
取
っ
た
り

写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
る
と
、﹃
お

前
、
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
ら

覚
え
ら
れ
な
い
ん
だ
﹄
と
、
メ
モ
も
写

真
も
全
部
捨
て
ら
れ
、
と
に
か
く
頭
の

後
進
の
技
術
習
得
の
た
め
に

顔
師
の
技
術
本
を
執
筆

かつらの下につける羽二重は役柄に応じて
主に３種類あり、すべて手づくり

顔師が伝統的な技術を用いて施した化粧は、汗をかいても崩れにくい化粧道具。おしろい、眉、隈取りなど、用途によって複数の刷毛や筆を使い分ける

羽二重の下につけ、頭を汚さないようにするための帽子は親方直伝

令和２（2020）年度東京都
優秀技能者（東京マイスター）
知事賞受賞記念の楯

上は立役用（侍）、
左下は立役用（若侍、坊主）、右下は女形用
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脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

働くための
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第59回
①～⑧の漢字の画数を答えましょう。
紙に書かず、頭のなかだけで画数を数えてください。

漢字の画数

　漢字の画数を頭のなかで数えましょう。頭のなかで数えることで、脳のメモ機能が
使われます。ちょっと記憶しながら、あれこれ知的作業を加える、その記憶＆作業が
脳を鍛える基本です。

年齢を重ねれば、だれにでも注意力の低下は起こること
ですが、これは主に前頭葉の衰えによるものです。前頭葉
は生まれたときから発達しており、大人になってもゆるや
かに発達していくと考えられていますが、使わなければど
んどん衰えていきます。
また、前頭葉は常にフル回転しているわけではなく、ど
ちらかというと「サボり屋」の器官です。危機を察知した
ときや初めての刺激に対しては全力を出しますが、慣れて

しまうと働かなくなります。
そのため、前頭葉を動かすには、同じトレーニングばか
りを続けても効果は期待できません。初めてのことにチャ
レンジして、適度な緊張感を持つことがカギとなります。
今回のような国語問題や計算問題を解いたり、クイズを
解いて新しい知識を得たり、ふだん読まないジャンルの本
を読んだり、知らない町を歩いてみたりといった行動が前
頭葉のトレーニングになります。

前頭葉は目新しいことがないと活性化しない

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和35）年、長野県生まれ。公立諏訪東京理科大学医療
介護健康工学部門長。健康教育、脳科学が専門。脳計測器多
チャンネルNIRSを使って、脳活動を調べている。『中高年の
ための脳トレーニング』（NHK出版）など著書多数。

目標
10分 緑1

　  ➡ 画

紺3

　  ➡ 画

蕉5

　  ➡ 画

葱7

　  ➡ 画

【問題の答え】 1 → 14画 2 → 11画

 3 → 11画 4 → ９画

 5 → 15画 6 → 12画

 7 → 12画 8 → 15画

黄2

　  ➡ 画

茜4

　  ➡ 画

筍6

　  ➡ 画

蕨8

　  ➡ 画
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課　所在地等一覧
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において
高齢者・障害者の雇用支援のための業務（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に
基づく申告・申請の受付、啓発等）を実施しています。� 2022年５月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒261-0001 千葉市美浜区幸町1-1-3  ハローワーク千葉５階 043-204-2901

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301
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『70歳雇用推進事例集2022』
のご案内

『70歳雇用推進事例集 2022』はホームページより無料でダウンロードできます 
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/manual.html 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　雇用推進・研究部

　2021（令和3）年4月1日より、改正高年齢者雇用
安定法が施行され、70歳までの就業機会を確保する
措置を講ずることが事業主の努力義務となりました。
　そこで当機構は、これまで作成した「65歳超雇用
推進事例集」からタイトルを改め、『70歳雇用推進
事例集2022』を発行しました。
　本事例集では70歳までの就業機会確保措置を講じ
た20事例を紹介しています。

70歳雇用推進事例集 検 索

興味のある事例を探しやすくするため「事例一覧」
を置きキーワードで整理
各事例の冒頭で、ポイント、プロフィール、従業員
の状況を表により整理
70歳までの就業機会確保措置を講じるにあたって
苦労した点、工夫した点などを掲載




